
   令和 5年度 栃木県養護教育研究会 第１回委員会 

日時：令和５年５月２３日（火）１３：００～ 

会場：富屋地区市民センター 

 
 
１ あいさつ              栃木県養護教育研究会副会長 小口 妙見乃 先生 
  
 新型コロナウイルス対応では、３月にマスク着用が緩和され、５月には５類に引き下げられた。ゴール 

デンウイーク明けの流行が懸念されたが、それほど大きな流行はなく安心した。      

しかし、今後いつ流行するか分からない。アンテナを高くして情報を集め、対応していかなければなら

ない。このような状況がいつまで続くかも分からないが、先生方と協力し合っていきたい。 
 
 

２ あいさつ及び講話       栃木県総合教育センター 指導主事 上山 和恵 先生 
  

栃木県総合教育センターにおける研修について 

 ○研修の重要性 ～養護教諭２０年目研修 総合教育センター所長あいさつより～ 

  【教員の資質・能力の向上】 

   ・教育基本法第９条 

   「法律に定める学校の教員は、自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、 

    その職責の遂行に努めなければならない」  

   「前項の教員については、その使命と職責の重要性をかんがみ、その身分を尊重され、待遇 

    の適正が期せられるとともに、養成と研修の充実が図られなければならない」 

※教員の資質・能力の向上は、教員自身の責務である。 

※教育は常に変化するものであり、課題も変わり続けている。未来の社会の活力となる子供たち 

を育成する重要な職であることに誇りを持ち、高い志で自己研鑽して学び続ける教員であって 

欲しい。 

  ※養護教諭は、いざという時に学校にいて欲しいという声が多いと思うが、資質向上のために、 

積極的に研修に参加して欲しい。 
    

○今後研修で取り入れてほしいものについて（基本研修終了後のアンケートから） 

・応急手当 ・ヒヤリハット共有 

・ICT活用                ・先輩養護教諭との交流（保健室経営） 

  ・心身の悩みを抱える子どもへの対応    ・指導案の共有 

・スクールカウンセラーの講話       ・新型コロナウイルス感染症の情報共有 

  ・保護者対応               ・フィジカルアセスメント  等 
 

○総合教育センターにおける研修の区分について 

 ・基 本 研 修 ：新規採用、２年目、５年目、中堅養護教諭資質向上、２０年目 

 ・専門研修１：指定研修…専門性を高める研修 

 ・専門研修２：希望研修…専門職としての識見と能力を伸長する研修 

 ・専門研修３：希望研修…教員としての識見や能力の一層の向上を図るための研修 

 ※専門研修については、すでに校内での締め切りが過ぎているため、追加募集があれば今年度 

も参加可能（後日各学校へ案内あり） 

  ※基本研修の一部を受講できる聴講講座は、研修１０日前までに FAXで申込む。 



○今年度実施の主な研修について 

専門研修２ 

・養護教諭専門研修⇒ 7/24（月） ～連携のコーディネートとしての養護教諭のあり方について～  

講話：「養護教諭の専門的能力を基盤とした連携・コーディネート能力の向上」  

講師：静岡大学教育学部養護教育専攻教授 鎌塚 優子 先生 

  ・教育相談基礎研修 年４回⇒ 6/23（金） 7/14（金） 9/28（木） 10/17（火） 

  ・教育相談課題研修（いじめの理解と対応） 年１回⇒ 12/18（月） 

・   〃    （不登校の理解と対応）  〃 ⇒ 9/5（火）※オンラインによる研修 

・教育相談実践研修（保護者との連携）    〃 ⇒ 7/7（金） 

  ・幼児期の特別支援教育研修⇒ 6/26（月） 12/8（金） 

  ・スキルアップセミナー（子どもの活動が精選されるような環境の構成 他）⇒ 7/18（金） 

  聴講講座 

   ※最新の情報を取り入れて、執務に生かして欲しい。 
   

○最後に・・・ 
   子供たちの健康を多方面より支え、導くため、コーディネートする養護教諭の皆様の協力をいた 
  だきたい。 

自身の心身のリフレッシュも忘れずに、気を付けていただきたい。 
    

３ ２年間の役員を終えて（各地区委員、役員より） 

   栃木県養護教育研究会顧問 渡邉 恵美子 先生より（一部掲載） ※各地区委員と役員は省略 

    現在の役員と関わった２年間は、予想もしない、経験もしないことがたくさんあった。その 

ような中で、役員をはじめ、地区委員の方が一致団結して今日までやってくることができた。 
 これからも、想定していない健康問題が数多く挙がってくるのではないかと思う。 
 困った時には、聞き合う、助け合う、情報を求め合う、情報を共有し合うといった団結力で、 
この会が発展していって欲しい。 
 

４  各係からの連絡 

☆常  任  委 員  会   ・春季研修会について 
 ☆編  集  委 員  会  ・退職者へのしろたえ原稿依頼について 

 ☆調査研究委員会  ・アンケートの考察について 

 ☆レベルアップ研修会 ・啓発チラシや開催通知、申込方法について 

☆か が や き ・第５９号を６／２７（春季研修会）にホームページに掲載予定 

☆ホ ー ム ペ ー ジ  ・内容のリニューアル、整理方法、取扱方法について 

☆会 計  ・地区負担金、領収書の配付について 

☆書       記   ・春季研修会開催通知、次回委員会開催通知について 

・会員名簿提出について 

☆事  務   局   ・関連行事について 

全養連総会及び研修会（6/17） 全養連研修会：ＷＥＢ開催（8/10～9/7） 

関東甲信越静学校保健大会（8/3…さいたま市浦和） 

全国学校保健・安全研究大会（10/26・10/27…神戸市） 

全国養護教諭連絡協議会（2/16） 全養連会報を各地区で会員に配付 

全養連だより第４号⇒地区委員にメール配信 

 

５ 次回委員会 
   

日 時 ： 令和５年７月６日（木） １３：００～ 

  会 場 ： とちぎ青少年センター 


